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會
津
八
一
記
念
博
物
館
の
二
階
に
、
加
藤
諄
先
生
の
雄
渾
な
墨
書
「
實
學
論
」
の
扁
額
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
會
津
八
一
が
「
す
で
に
図
書
館
あ
り
、
講
堂
あ
り
、
更
に
こ
れ
に
匹
敵
し
て

劣
ら
ざ
る
博
物
館
を
持
つ
こ
と
に
よ
つ
て
、
学
園
の
設
備
は
始
め
て
完
成
せ
ら
れ
む
」
と
、
大

学
に
博
物
館
設
置
の
必
要
を
説
い
た
講
演
「
実
学
論
」
に
ち
な
む
揮
毫
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
年
十
一
月
号
の
『
早
稲
田
学
報
』
は
、
創
立
四
十
五
年
な
ら
び
に
大
隈
総
長
記
念
講

堂
開
館
記
念
号
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
記
念
大
講
演
会
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
講

演
会
は
大
隈
記
念
講
堂
を
会
場
と
し
て
、
同
年
秋
三
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

講
演
者
と
演
題
を
日
毎
に
あ
げ
れ
ば
如
以
下
。

　

十
月
二
十
日

文
化
と
文
明
と
弁
証
法 

教
授
文
学
博
士 

金
子
馬
治

国
民
経
済
前
途
の
観
測 

教
授
法
学
博
士 

田
中
穂
積

現
代
政
治
界
の
重
大
問
題 

教
授
法
学
博
士 

浮
田
和
民

実
学
論 

高
等
学
院
教
授 

會
津
八
一

記
念
大
講
堂
の
建
築 

教
授
工
学
博
士 

佐
藤
功
一

　

十
月
二
十
一
日

完
成
さ
れ
た
過
去
の
二
大
国
民
道
と
其
調
和

 

教
授
文
学
博
士　

五
十
嵐
力

電
気
と
宇
宙 

教
授
工
学
博
士 

山
本
忠
興

東
洋
文
明
の
主
格
的
地
位 

教
授 

松
平
康
國

休
業
銀
行
問
題
の
法
律
観 

教
授 

寺
尾
元
彦

社
会
教
育
の
趨
勢 

教
授 

北
澤
新
次
郎

労
働
問
題
に
対
す
る
一
考
察 

教
授
法
学
博
士 

鹽
澤
昌
貞

　

十
月
二
十
二
日

経
済
現
象
の
観
照
と
景
気
循
環
の
必
然
性

 

教
授 

服
部
文
四
郎

自
由
と
愛 

教
授 

中
桐
確
太
郎

古
代
法
と
近
代
法 

教
授
法
学
博
士 

遊
佐
慶
夫

文
芸
の
社
会
的
基
礎 

高
等
学
院
教
授 

宮
島
新
三
郎

進
歩
の
要
素 

教
授
法
学
博
士 

平
沼
淑
郎

こ
の
記
事
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
會
津
八
一
の
「
実
学
論
」
は
、
昭
和
二
年
十
月
二
十
日
に
大

隈
講
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た
講
演
で
あ
る
。
し
か
し
講
演
が
以
上
の
並
び
通
り
に
な
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
十
日
最
後
の
講
演
は
佐
藤
功
一
の
「
記
念
大
講
堂
の
建
築
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
會
津
は
「
実
学
論
」
の
な
か
で
「
先
程
佐
藤
博
士
の
こ
の
講
堂
の
設
計
に

関
す
る
ご
報
告
の
中
に
」
云
々
と
語
っ
て
い
る
か
ら
、
佐
藤
の
講
演
の
ほ
う
が
先
に
な
さ
れ
て

『
新
天
地
』
初
出
の
「
実
学
論
」

丹　

尾　

安　

典
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い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

上
記
『
早
稲
田
学
報
』
に
よ
れ
ば
、
講
演
会
は
入
場
無
料
で
、
午
後
六
時
か
ら
お
こ
な

わ
れ
、「
各
講
演
者
は
一
時
間
内
外
の
講
演
を
な
し
」、
會
津
が
「
実
学
論
」
を
語
っ
た
初
日

（
二
十
日
）
の
閉
会
時
間
は
十
一
時
に
な
っ
て
い
た
。

「
実
学
論
」
講
演
は
、
ほ
と
ん
ど
定
本
化
し
て
い
る
『
會
津
八
一
全
集
』
第
十
一
巻
（
昭
和

五
十
七
年
十
月
、
中
央
公
論
社
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
編
集
後
記
」
は
宮
川
寅
雄
の
執
筆

で
、
五
三
七
頁
に

「
実
学
論
」。
早
稲
田
大
学
講
義
録
購
読
者
の
た
め
の
雑
誌
「
新
天
地
」
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
大
隈
講
堂
開
設
時
の
講
演
速
記
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
私
は
二
〇
一
七
年
度
の
『
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
紀
要
』
第

十
九
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
に
載
せ
た
「
會
津
八
一
講
演｢

独
学
者
為
め
に｣

―
落
穂
ひ
ろ

い
の
資
料
紹
介
―
」
の
な
か
で
、
以
上
に
拠
っ
て
、『
新
天
地
』
の
何
年
何
月
号
に
「
実
学
論
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
、
な
ど
と
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
間

違
い
で
、
さ
ら
に
さ
き
の
五
四
〇
頁
に

実
学
論　
　

昭
和
三
年
一
月
号
「
新
天
地
」

と
初
出
情
報
は
記
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
昭
和
三
十
四
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
『
會
津
八
一
全
集
』
第
七
巻
所
収
の
「
実
学

論
」
は
、
本
文
テ
キ
ス
ト
の
冒
頭
に
初
出
誌
を
あ
げ
、「『
新
天
地
』
昭
和
三
年
一
月
号
」
と

し
、
宮
川
寅
雄
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「｢

実
学
論｣

は
、
早
稲
田
大
学
講
義
録
購
読
者
の
た
め
の
雑
誌｢

新
天
地｣

に
発
表
せ
ら

れ
た
も
の
で
、
大
隈
講
堂
開
設
時
の
講
演
速
記
で
あ
る
。「
新
天
地
」
は
新
潟
の
川
村
佐

武
郎
氏
の
提
供
本
を
定
本
と
し
た
」

と
。
こ
の
記
述
は
昭
和
四
十
四
年
四
月
発
行
の
『
會
津
八
一
全
集
』
第
七
巻
所
収
の
「
実
学

論
」
で
も
変
わ
ら
な
い
。

か
よ
う
な
こ
と
を
く
ど
く
ど
し
く
確
認
し
た
の
は
、「｢

新
天
地｣

は
新
潟
の
川
村
佐
武
郎
氏

の
提
供
本
を
定
本
と
し
た
」
と
い
う
記
述
に
、
い
さ
さ
か
注
意
を
は
ら
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら

だ
。
こ
の
記
述
は
、「
実
学
論
」
の
掲
載
さ
れ
た
『
新
天
地
』
が
、
そ
う
簡
単
に
閲
覧
で
き
る

雑
誌
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
お
の
ず
と
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

げ
ん
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
、
同
誌
当
号
原
本
は
な
い
。

  

『
新
天
地
』
を
提
供
し
て
く
れ
た
川
村
佐
武
郎
は
、
明
治
三
十
七
年
栃
木
県
の
生
ま
れ
で
、

昭
和
四
年
に
早
稲
田
大
学
文
学
部
東
洋
哲
学
科
卒
。
昭
和
二
年
か
ら
昭
和
四
年
三
月
の
卒
業
ま

で
、
下
落
合
一
二
九
六
番
地
の
秋
艸
堂
に
通
い
、
會
津
八
一
か
ら
書
の
指
導
を
受
け
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
安
藤
更
生
が
『
書
豪
會
津
八
一
』（
一
九
六
五
年
十
月
、
二
玄
社
）
の
な
か
で

「
昭
和
二
年
ご
ろ
、
道
人
は
乞
は
れ
て
山
口
隆
一
、
木
内
直
子
、
川
村
左
（
マ
マ
）武

郎
ら
の
た
め

に
、
習
字
の
稽
古
を
つ
け
た
こ
と
が
あ
る
」

と
言
及
し
て
い
る
。
稽
古
の
詳
細
は
、
渡
辺
秀
英
・
川
村
佐
武
郎
共
著
『
会
津
八
一　

書
の

指
導
』（
一
九
八
一
年
八
月
、
考
古
堂
書
店
）
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
書
に
は
、
十
月

二
十
日
の
夜
に
大
隈
侯
記
念
講
堂
の
開
館
記
念
と
し
て
講
演
会
が
あ
り
、
講
師
の
一
人
と
し
て

會
津
八
一
が
「
実
学
論
」
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

翌
昭
和
三
年
一
月
二
十
六
日
、
會
津
は
父
親
の
病
気
見
舞
い
の
た
め
新
潟
へ
帰
郷
し
、
二
月

三
日
早
朝
上
野
駅
に
も
ど
っ
た
。
帰
宅
す
る
と
留
守
中
に
坪
内
逍
遥
か
ら
絵
葉
書
が
届
い
て
い

た
。
會
津
の
逍
遥
宛
返
信
を
筆
写
し
て
い
た
川
村
佐
武
郎
は
、『
会
津
八
一　

書
の
指
導
』
に

当
日
二
月
三
日
の
文
面

「『
新
天
地
』
御
過
褒
恐
れ
入
り
候
。
小
生
一
寸
病
人
見
舞
の
た
め
、
過
日
来
帰
郷
。」

云
々
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
逍
遥
宛
葉
書
末
尾
に
秋
艸
道
人
が
自
慢
げ
に
書
い
た

「
記
念
講
演
の
際
も
の
べ
つ
拍
手
喝
采
と
い
ふ
の
は
、
小
生
ば
か
り
な
り
し
と
か
申
候
」

と
い
う
よ
う
な
文
章
を
読
む
と
、「
実
学
論
」
講
演
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る

（
逍
遥
宛
書
簡
は
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
刊
行
の
『
會
津
八
一
全
集
』
第
九
巻
よ
り
）。

川
村
は
ま
た
さ
ら
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
冒
頭
の
『
新
天
地
』
と
は
、
昭
和
二
年
十
月
二
十
日
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
の
開

館
式
に
記
念
講
演
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
講
師
の
一
人
と
し
て
会
津
先
生
が
「
実
学
論
」

と
題
す
る
講
演
を
さ
れ
、
そ
の
速
記
を
掲
載
し
た
雑
誌
が
『
新
天
地
』
な
の
で
あ
る
。
早
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稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
出
さ
れ
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
早
稲
田
大
学
講
義
録
の
連
絡
紙

と
し
て
毎
月
刊
行
さ
れ
て
い
た
」

云
々
。

こ
の
『
新
天
地
』
を
私
も
一
昨
年
偶
然
に
入
手
し
た
。「
実
学
論
」
は
早
稲
田
大
学
會
津

八
一
記
念
博
物
館
設
置
に
か
か
わ
る
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
原
誌
確
認
も
難
し
い
状

況
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
原
誌
印
刷
の
ま
ま
掲
げ
て
お
く
。

表
紙
は
、
左
端
下
に
「
ひ
す
ゐ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
杉
浦
非
水
の
デ
ザ
イ
ン
と
わ
か
る
。

ま
た
そ
の
下
部
に
「
第
二
巻　

第
一
号
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
前
年
す
な
わ
ち
昭
和
二
年
四

月
の
「
第
一
巻
第
一
号
」
が
『
新
天
地
』
の
創
刊
号
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
美
童
如
是
我

聞
録
」（『
一
寸
』
第
四
十
九
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
に
書
い
た
と
お
り
、
明
治
四
十
四
年
四

月
刊
行
と
思
わ
れ
る
も
の
が
初
号
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
私
の
架
蔵
本
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
早

稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

『
新
天
地
』
掲
載
の
「
実
学
論
」（
Ａ
と
し
て
お
く
）
と
全
集
版
（
昭
和
三
十
四
年
の
全
集
第

七
巻
・
昭
和
四
十
四
年
の
全
集
第
七
巻
・
昭
和
五
十
七
年
の
全
集
第
十
一
巻
）
の
「
実
学
論
」

（
Ｂ
と
し
て
お
く
）
の
テ
キ
ス
ト
に
は
異
同
が
あ
る
。
Ａ
は
ほ
と
ん
ど
総
ル
ビ
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
Ｂ
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
Ｂ
に
は
、
Ａ
に
な
い
改
行
部
が
か
な
り
追
加
さ
れ
て

い
る
。
Ａ
「
一
一
」
頁
上
段
に
あ
る
「
美
術
の
為
に
」「
生
活
の
た
め
に
」
は
、
Ｂ
で
は
「
美

術
の
為
め
に
」「
生
活
の
為
め
に
」
と
な
っ
て
い
た
り
、
Ａ
「
一
二
」
頁
上
段
に
あ
る
「
私
は

三
年
ほ
ど
前
か
ら
一
番
の
鳩
を
」
や
「
愈
々
こ
の
雛
が
」
の
部
分
が
、
Ｂ
で
は
「
私
は
三
年

程
前
か
ら
、
一
番
の
鳩
を
」、「
い
よ
〳
〵
こ
の
雛
が
」
と
変
え
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
そ
の

ほ
か
原
文
の
誤
植
を
訂
正
し
て
全
集
版
テ
キ
ス
ト
と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
Ａ
「
一
七
」
頁

上
段
「
独
乙
の
ル
コ
ツ
、
ク
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
」
は
、A

lbert von Le Coq

とA
lbert 

Grünw
edel

を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
Ｂ
で
は
「
独
乙
の
ル
コ
ッ
ク
、
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー

デ
ル
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

私
事
な
が
ら
退
職
す
る
直
前
に
、
こ
れ
を
当
館
紀
要
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま

こ
と
に
僥
倖
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
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